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詞林　第59号　2016年4月

一
、
は
じ
め
に
―
認
識
の
相
違
に
つ
い
て

　

本
稿
は
既
に
前
拙
稿（

（
（

で
分
析
し
た
中
国
の
大
学
に
お
け
る
日
本
古
典

教
育
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
の
続
編
に
あ
た
り
、
更
に
本
稿
の
副
題
に

あ
る
視
座
に
て
分
析
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

注
1
で
も
言
及
し
た
が
、
日
本
に
お
い
て
漢
詩
（
あ
る
い
は
漢
詩
文

／
漢
詩
文
学
／
漢
文
学
（
と
い
う
分
野
は
長
い
伝
統
を
も
ち
既
に
確
立
さ

れ
た
研
究
分
野
に
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
素
朴
な
疑
問
が
あ
る
。
そ
れ

は
こ
う
し
た
漢
詩
文
が
日
本
で
享
受
さ
れ
る
と
き
に
は
訓
読
と
い
う
形

を
と
っ
て
日
本
人
が
読
め
る
形
に
し
て
取
り
入
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、

元
々
の
“
诗
（
漢
詩
と
い
う
名
称
も
既
に
日
本
か
ら
み
た
視
座
に
よ
る
も
の
。

中
国
の
視
座
か
ら
は
単
に
诗
で
あ
ろ
う
（”
と
、
日
本
化
し
た
“
詩
（
漢
詩
（”

が
同
じ
も
の
で
あ
る
は
ず
は
な
く
、
差
異
が
当
然
生
ま
れ
て
い
る
わ
け

で
、
そ
れ
に
つ
い
て
ど
こ
ま
で
論
じ
ら
れ
て
き
て
、
ど
こ
ま
で
わ
か
っ

て
き
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
稿
者
は
中
国
在
住
の
日
本
語
母
語
話

者
と
い
う
立
場
で
、
主
に
授
業
（
学
部
及
び
大
学
院
（
を
通
じ
行
っ
た

考
察
を
基
に
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
以
下
更
に
掘
り
下
げ
て
い
き
た
い
。

二
、
日
中
の
日
本
古
典
文
学
教
育
と
意
識
の
変
遷

　

日
本
が
中
国
か
ら
詩
文
を
得
た
約
千
年
前
か
ら
両
国
の
文
化
は
交
流

が
あ
る
が
、
日
本
で
は
漢
詩
文
と
い
う
形
で
独
自
の
日
本
化
の
成
長
を

遂
げ
た
。こ
の
日
本
化
の
こ
と
は
中
国
に
も「
訓
読
法
」と
し
て
伝
わ
っ

て
い
る（

（
（

。
謝
立
群
（
二
〇
〇
〇
（
で
は（

（
（

、
一
九
九
五
年
刊
行
の
『
中
国

日
本
学
文
献
総
目
録
』（
一
九
九
三
年
ま
で
を
所
収
（
を
元
に
し
て
考
察

が
ま
と
め
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
中
国
に
お
け
る
日
本
古
典
文
学
研
究

は
詩
歌
が
最
多
で
、
更
に
そ
の
半
数
近
く
を
古
典
文
学
が
占
め
る
こ
と

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。中
国
で
翻
訳
さ
れ
た
日
本
古
典
文
学
作
品
は『
竹

取
物
語
』
か
ら
『
好
色
一
代
女
』
ま
で
一
〇
作
品
が
挙
が
っ
て
い
る
。

坪
井
（
一
九
八
八
（
が
述
べ
る
よ
う
に
、
一
九
一
九
年
の
五
四
運
動
を

契
機
に
外
国
語
の
翻
訳
が
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
証
左
と
言
え
よ
う
。

　

謝
（
二
〇
〇
〇
（
の
中
で
触
れ
ら
れ
て
い
た
研
究
機
関
の
中
で
「
北

京
日
本
學
研
究
セ
ン
タ
ー
」
が
あ
が
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
勤
務
す
る

中
国
に
お
け
る
日
本
古
典
文
学
へ
の
一
考
察

―
“
弱
水
三
千
”
か
ら
展
開
す
る
日
中
語
の
差
異
を
中
心
に
―

　
　
　
　
　
　
　

越
野　

優
子



中国における日本古典文学への一考察（越野）

― 54 ―

張
龍
妹
（
二
〇
一
三
（
で
は
謝
（
二
〇
〇
〇
（
か
ら
約
一
三
年
後
の
中
国

の
研
究
の
状
況
が
伝
え
ら
れ
て
い
る（

（
（

。
日
本
古
典
文
学
関
係
の
作
品
の

翻
訳
は
約
五
四
（“
関
係
”
と
書
い
た
の
は
、
例
え
ば
『
枕
草
子
』
だ
け
で

は
な
く
『
枕
草
子
事
典
』
も
含
む
為
（
に
増
え
、
ま
た
こ
れ
ら
の
翻
訳
が

一
九
六
〇
年
代
に
は
企
画
さ
れ
て
い
た
が
文
化
大
革
命
で
頓
挫
し
一
九

八
〇
年
代
に
よ
う
や
く
出
版
が
開
始
し
た
事
実
も
述
べ
ら
れ
、『
今
昔

物
語
集
』
に
み
ら
れ
る
日
中
の
文
化
的
差
異
が
、「
手
枕
」
等
の
両
国

の
意
味
の
差
異
か
ら
生
じ
た
点
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

注
1
拙
稿
の
注
6
（
ⅵ
（
か
ら
改
め
て
中
国
に
お
け
る
日
本
語
教
育

の
変
遷
の
個
所
を
引
用
す
る
と
、「（
二
〇
一
一
（『
中
国
日
語
教
育
概
覧

1
』（
北
京　

外
語
教
学
与
研
究
出
版
社
（
よ
り
。
一
九
四
九
年
か
ら
、
北

京
大
学（
一
九
四
九
年
（北
京
外
国
語
大
学（
一
九
五
九
年
（吉
林
大
学（
一

九
五
三
年
（上
海
外
国
語
大
学（
一
九
六
〇
年
（な
ど
に
日
本
語
科
が
続
々

と
設
立
さ
れ
た
。
一
九
六
〇
年
代
の
文
化
大
革
命
を
経
て
一
九
七
二
年

に
国
交
正
常
化
が
行
わ
れ
る
と
、
天
津
外
国
語
大
学
（
一
九
七
三
年
（、

厦
門
大
学
（
一
九
七
二
年
（
な
ど
、
更
に
日
本
語
科
が
増
加
し
た
こ
と

に
な
る
。
稿
者
の
勤
務
校
福
州
大
学
は
一
九
七
八
年
に
外
国
語
学
部
が

設
立
さ
れ
、
二
〇
〇
二
年
に
日
語
系
が
設
立
、
二
〇
一
五
年
に
日
語
系

の
大
学
院
か
開
講
し
た
」
と
い
う
流
れ
で
、
一
九
四
九
年
の
中
華
人
民

共
和
国
樹
立
以
降
既
に
日
本
語
科
は
設
立
さ
れ
て
い
た
と
は
い
っ
て
も
、

や
は
り
一
九
七
二
年
の
日
中
国
交
正
常
化
が
両
国
の
交
流
の
最
も
重
要

な
時
点
で
あ
っ
た
。
た
だ
張
龍
妹
（
二
〇
〇
〇
（
に
も
述
べ
ら
れ
て
い

る
が（

（
（

、
二
〇
〇
〇
年
の
段
階
で
は
ま
だ
、「
中
国
に
お
け
る
源
氏
研
究

の
主
流
は
各
大
学
の
中
文
系
で
外
国
文
学
を
教
え
て
い
る
中
文
出
身
の

教
師
で
」
と
い
う
状
況
だ
っ
た
の
が
、
参
考
文
献
で
挙
げ
た
よ
う
に
最

近
は
、
葛
茜
（
二
〇
一
四
（
王
浄
華
（
二
〇
一
一
（・
金
中
（
二
〇
〇
九
（・

楊
金
萍
（
二
〇
〇
三
（
等
の
論
文
に
あ
る
よ
う
に
、
日
本
語
或
は
日
本

文
学
専
攻
の
中
国
人
留
学
生
が
帰
国
後
教
鞭
を
と
る
形
で
、
直
接
法
で

は
な
く
双
語
（
日
中
両
語
（
で
講
義
を
行
い
始
め
て
い
る
。
古
典
文
学

の
よ
う
に
日
本
語
の
古
語
と
古
代
中
国
語
を
含
む
難
解
な
文
献
を
取
り

扱
う
授
業
も
、
両
国
語
を
熟
知
し
た
教
員
で
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
学
生

に
は
理
解
し
や
す
く
な
る
と
い
う
利
点
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
が

現
況
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
い
う
状
況
の
中
稿
者
は
、
日
本
古
典
文
学
を
授
業
で
取
り
扱
う

と
き
、
徐
々
に
双
語
の
状
態
（
稿
者
は
日
本
語
を
話
す
と
い
う
直
接
法
を

選
び
、
Ｐ
Ｐ
Ｔ
等
の
資
料
は
中
国
語
を
多
く
取
り
入
れ
る
（
に
持
ち
込
み
つ

つ
あ
る
が
、
そ
の
体
験
を
経
て
得
た
当
初
の
予
想
と
結
果
の
ず
れ
が
本

稿
を
生
む
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。

　

注
1
拙
稿
に
具
体
的
な
講
義
内
容
と
考
察
を
扱
っ
た
通
り
、
日
本
古

典
文
学
は
古
代
中
国
の
影
響
か
ら
発
生
し
た
た
め
に
、
当
初
中
国
の
学

生
に
と
っ
て
理
解
し
や
す
い
科
目
と
稿
者
は
想
定
し
授
業
計
画
を
立
て

た
。
し
か
し
学
生
は
“
日
本
化
（
訓
読
文
化
（
し
た
中
文
（
中
国
語
（”

を
知
識
と
し
て
は
知
っ
て
い
て
も
そ
れ
を
実
際
に
活
用
す
る
こ
と
を
非

常
に
難
し
い
と
考
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
私
た
ち
に

と
っ
て
の
「
春
望
」
は
彼
ら
が
考
え
る
「
春
望
（chun1 w

ang4

（」
と

同
義
で
は
な
い
。
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こ
う
し
た
こ
と
と
関
連
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
既
に
始
ま
っ
て
い
る
。

合
山
林
太
郎
主
催
の
「
和
習
の
会
」
は
そ
の
一
例
と
考
え
ら
れ
る（

（
（

。
当

該
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
骨
子
か
ら
抜
粋
す
る
と
「
漢
詩
に
は
「
和
習
」
が

あ
る（
日
本
人
特
有
の
習
癖
、あ
る
い
は
、日
本
人
が
よ
く
犯
す
文
法
・
句
法
・

語
法
上
の
誤
り
（
と
い
う
こ
と
が
よ
く
言
わ
れ
ま
す
」
と
あ
る
。
合
山

が
「
和
習
」
と
い
う
言
葉
で
の
べ
て
い
る
も
の
が
稿
者
の
考
え
る
“
日

本
化
”
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
る
。
李
宇
玲
（
二
〇
一
五
（
で
は
「
他

们
究
竟
是
完
全
通
过
“
汉
文
訓
读
”
方
法
来
学
习
汉
籍
，
还
是
对
汉
语

发
音
有
一
定
程
度
上
的
了
解
呢
？
」（
稿
者
訳
：
平
安
時
代
の
彼
ら
は
訓
読

方
法
に
よ
っ
て
漢
籍
を
完
璧
に
学
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
、
中
国
語
の

発
音
が
あ
る
程
度
理
解
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
？
（
と
述
べ
て
い
る（

（
（

。
日
中

と
も
に
、
お
互
い
の
詩
（
诗
（
に
ず
れ
が
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
る
。

中
国
の
李
（
二
〇
一
五
（
が
述
べ
る
よ
う
に
、
日
本
人
が
日
本
的
に
理

解
し
て
い
る
だ
け
で
本
当
の
意
味
で
理
解
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
と
、
発

音
の
問
題
を
出
し
て
言
っ
て
い
る
の
は
二
〇
一
五
年
と
い
う
現
代
の
彼

ら
の
素
朴
な
疑
問
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
度
稿
者
は
、「
弱
水
三
千
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、
学
部
生

及
び
院
生
に
稿
者
に
説
明
さ
せ
る
試
み
を
し
た
。
こ
の
言
葉
は
次
の
節

で
簡
単
に
説
明
す
る
が
一
定
の
水
準
の
中
国
人
な
ら
知
っ
て
い
る
言
葉

で
あ
る
。
稿
者
の
予
想
で
は
、
言
葉
を
知
っ
て
お
り
そ
の
う
え
日
本
語

科
の
学
生
及
び
院
生
が
こ
れ
を
稿
者
に
説
明
（
＝
日
本
語
で
説
明
（
す

る
こ
と
は
非
常
に
簡
単
に
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
う
で
は
な
か
っ

た
。

三
、「
弱
水
三
千
」
に
つ
い
て

　

こ
の
言
葉
を
百
度
（
中
国
のyahoo!

の
よ
う
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
の

最
大
手
（
で
調
べ
て
み
る
と
（http://baike.baidu.com

/link?url=F_Cl-
xZ6w

rM
D

ZblndO
F

aw
O

A
SB

xD
W

naK
ljqJ-5hyZn2LnQ

5vivfm
h 

Q
nLdREK

U
Y

pS-aotpH
BM

1nW
X

O
g3dxh2Rq

（、「
弱
水
三
千
只
取
一

瓢
，
源
起
佛
经
中
的
一
则
故
事
，
警
醒
人
们
“
在
一
生
中
可
能
会
遇
到

很
多
美
好
的
东
西
，但
只
要
用
心
好
好
把
握
住
其
中
的
一
样
就
足
够
了
”。

《
红
楼
梦
》
中
贾
宝
玉
借
用
此
典
表
示
对
林
黛
玉
的
喜
爱
」
で
、
こ
の

言
葉
は
正
式
に
は
「
弱
水
三
千
只
取
一
瓢
（
饮
（」
と
い
う
語
句
で
あ
る
。

い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ
る
が
例
え
ば
辞
書
的
な
解
釈
を
す
れ
ば
、「
弱
」

（ruo

（
と
い
う
言
葉
が
「《
说
文
》
里
注
解
：
弱
，
溺
之
简
略
也
」
と

い
う
こ
と
で
、「
溺
」
の
略
字
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
あ
る
。「
溺
」 

＝

「
河
里
溺
水
、小
桥
都
没
了
」（
川
の
水
が
増
え
、小
さ
な
橋
が
水
浸
し
に
な
っ

た
（
と
い
う
用
例
が
あ
る
の
で
、
水
が
多
く
な
っ
た
中
（
弱
水
（
で
も
、

た
だ
一
つ
の
瓢
箪
を
選
ぶ
と
い
う
意
味
が
浮
か
ぶ
。
非
常
に
多
い
も
の

か
ら
只
一
つ
の
瓢
箪
に
入
っ
て
い
る
よ
う
な
一
掬
い
の
水
を
選
び
、
そ

れ
を
飲
む
と
い
う
よ
う
に
訳
せ
ば
よ
い
こ
と
が
分
か
る
。
劉
志
学
（
二

〇
一
五
（
に
よ
れ
ば
「
も
と
も
と
仏
経
の
話
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。「
一

生
の
間
に
は
、
た
く
さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
も
の
と
出
会
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
心
を
込
め
て
そ
の
一
つ
だ
け
を
し
っ
か
り
つ
か
む
の
は
十
分

だ
」
の
意
味
が
あ
る
。「
弱
水
」
は
浅
く
て
、
水
の
勢
い
が
急
な
川
を

指
す
が
、《
紅
楼
夢
》
の
中
は
「
愛
情
の
川
」
の
意
味
と
広
が
っ
て
い
く
。
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「
三
千
」
は
数
量
三
千
の
意
味
で
は
な
く
、「
多
い
」
の
こ
と
で
あ
る
」

と
な
る（

（
（

。「
三
千
」
は
「
白
髪
三
千
丈
」
の
よ
う
な
言
葉
か
ら
誇
張
の

言
葉
と
理
解
で
き
る
。『
紅
楼
夢
』
の
恋
愛
の
言
葉
と
し
て
著
名
に
な
っ

た
の
で
、
多
く
の
人
に
出
会
っ
て
も
選
ぶ
の
は
た
だ
一
人
と
い
う
言
葉

に
訳
せ
ば
問
題
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

問
題
は
『
紅
楼
夢
』
で
著
名
に
な
っ
た
言
葉
だ
と
し
た
ら
、
日
本
で

こ
の
語
句
に
つ
い
て
の
考
察
が
あ
る
と
考
え
て
も
不
自
然
で
な
い
と
思

わ
れ
る
が
、
国
文
学
研
究
資
料
館
電
子
図
書
館
の
論
文
目
録
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
で
「
弱
水
三
千
」
は
全
項
目
皆
無
、「
弱
水
」
皆
無
、「
三
千
」

は
多
く
ヒ
ッ
ト
し
た
が
一
般
的
数
詞
な
の
で
無
関
係
な
も
の
ば
か
り
で
、

強
い
て
関
係
の
あ
る
も
の
す
ら
、
山
本
唯
一
（
一
九
八
四
（「『
奥
の
細
道
』

と
『
白
氏
文
集
』
―
「
標
泊
三
千
里
の
思
ひ
」
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
―
」

（『
文
芸
論
叢
』（
大
谷
大
学
（（
く
ら
い
で
あ
る
。
一
般
的
な
検
索
エ
ン
ジ

ン
を
使
う
と
、「
弱
水
」
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
遠
く
離
れ
て
い
る
た

と
え
と
し
て
「
蓬
莱
弱
水
」
が
挙
が
る
（
出
典
は
『
列
仙
伝
』（。
そ
の
他
、

蓬
莱
に
つ
い
て
は
「〔
中
国
の
伝
説
で
〕
東
海
に
あ
っ
て
仙
人
の
住
む

と
い
う
山
」（
新
明
解
国
語
辞
典
第
7
版
（「
中
国
神
話
で
崑
崙
山
を
取
り

巻
い
て
流
れ
る
と
さ
れ
る
川
」（goo W

ikipedia

（
な
ど
が
当
た
る
。

こ
の
よ
う
に
『
竹
取
物
語
』
の
蓬
莱
の
玉
の
枝
以
来
、
蓬
莱
に
関
し
て

は
日
本
の
古
典
分
野
で
は
度
々
言
及
さ
れ
て
き
た
言
葉
で
あ
る
が
、「
蓬

莱
弱
水
」
と
な
る
と
、
や
は
り
論
文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
皆
無
と

な
る
。

　

学
術
情
報
か
ら
一
般
に
目
を
向
け
る
と
、「
中
国
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
・

洛
天
依
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
「
甄
姫
」　

歌
詞
と
日
本
語
訳
」
と
い
う
ブ

ロ
グ
が
目
に
つ
く（

（
（

。
こ
の
中
の
「
只
为
东
去
流
水
中　

取
一
瓢
换
取
来

世
的
自
由
（
た
だ
ひ
た
す
ら
に
東
へ
と
流
れ
る
水
の
中　

汲
み
取
っ
た
ひ
と

掬
い
と
引
き
換
え
に
来
世
の
自
由
を
得
る
（と
い
う
歌
詞
に
一
部
出
て
き
て
、

ブ
ロ
グ
作
者
は
、「
最
後
の
歌
詞
「
取
一
瓢
换
取
来
世
的
自
由
」
と
い

う
の
が
ま
た
難
し
い
の
で
す
が
、“
取
一
瓢
”
と
い
う
の
は
た
ぶ
ん
中

国
の
古
典
小
説
「
紅
楼
梦
」
に
登
場
す
る
次
の
言
葉
か
ら
来
て
い
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
「
任
凭
弱
水
三
千
，
我
只
取
一
瓢
饮
」「
た

と
え
果
て
し
な
く
水
が
溢
れ
て
い
よ
う
と
も
、
私
は
た
だ
ひ
と
掬
い
を

取
り
そ
れ
を
飲
む 

」」
と
述
べ
る
。
そ
の
他
は
ド
ラ
マ
「
蘭
陵
王
」
の

台
詞
か
ら
「
弱
水
三
千
你
偏
偏
只
取
一
瓢
飲
”（
弱
水
河
は
三
千
里
も
あ

る
の
に
、
あ
な
た
は
た
っ
た
瓢
箪
ひ
と
す
く
い
の
水
し
か
飲
ま
な
い
＝
女
は
他

に
も
た
く
さ
ん
い
る
じ
ゃ
な
い
。
な
ん
で
私
じ
ゃ
な
き
ゃ
ダ
メ
な
の
よ
？
（」

が
別
の
一
般
ブ
ロ
グ
に
も
記
さ
れ
て
お
り
、
ブ
ロ
グ
主
は
こ
の
言
葉
を

「『
紅
楼
夢
』（
一
八
世
紀
（
か
ら
」
と
解
説
す
る
。
古
い
来
歴
が
あ
っ
て

も
中
国
の
現
代
の
ド
ラ
マ
の
一
般
視
聴
者
に
、
そ
れ
と
分
か
る
引
用
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
は
『
紅
楼
夢
』
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
但
し

劉
（
二
〇
一
五
（
が
「
現
代
で
は
、
こ
の
言
葉
は
、
告
白
の
専
用
用
語

だ
け
で
は
な
く
、
普
段
の
生
活
で
も
使
え
る
。
例
え
ば
、
仕
事
を
探
す

と
き
、
欲
張
り
し
な
い
で
、
自
分
が
一
番
好
き
な
分
野
を
選
ぶ
。
仏
の

言
う
よ
う
に
、
い
つ
も
ゆ
っ
た
り
し
た
態
度
で
生
き
る
。
そ
れ
は
人
生

が
求
め
る
最
高
な
境
界
で
あ
る（

（
（

」
と
い
う
よ
う
に
、
言
葉
が
時
代
を
経

て
変
遷
し
意
味
が
変
容
す
る
の
は
理
解
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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こ
う
し
て
み
て
く
る
と
、
日
本
語
の
一
定
水
準
の
能
力
が
あ
れ
ば
、

「
弱
水
三
千
」
を
日
本
語
訳
す
る
こ
と
は
容
易
に
思
え
る
が
、
事
は
そ

れ
ほ
ど
簡
単
で
は
な
い
こ
と
を
、
次
に
大
学
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

中
心
に
見
て
い
き
た
い
。

四
、
中
国
の
現
況
と
日
本
化
の
是
非
及
び
“
偽
中
国
語
”

　

現
況
に
つ
い
て
は
学
生
（
四
年
生
二
八
人
、
院
生
二
人
（
に
、
学
部
生

は
第
一
学
期
の
日
本
文
学
の
授
業
の
終
わ
り
に
、
院
生
は
「
高
級
日
语

阅
读
与
写
作
」
と
い
う
授
業
の
終
わ
り
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
。
い

く
つ
か
の
設
問
の
最
後
に
、「“
弱
水
三
千
只
取
一
瓢
”
に
つ
い
て
。
こ

の
言
葉
を
日
本
語
訳
す
る
と
き
、
難
し
く
感
じ
る
個
所
と
理
由
を
な
る

べ
く
詳
し
く
書
い
て
く
だ
さ
い
」
と
稿
者
が
作
成
し
た
。
稿
者
の
勤
務

校
で
は
第
三
学
年
か
ら
「
日
语
笔
译
Ａ
，
Ｂ
（
日
译
汉
（」、
四
年
生
一

学
期
に
「
日
语
口
译
」
と
い
う
翻
訳
の
授
業
が
あ
る
。
三
年
生
で
大
半

が
日
本
語
能
力
一
級
の
試
験
に
合
格
す
る
。
院
生
二
人
は
も
ち
ろ
ん
合

格
し
て
い
る
。
こ
う
い
う
背
景
の
も
と
で
、
彼
ら
に
答
え
て
も
ら
っ
た
。

　

院
生
劉
志
学
か
ら
は
レ
ポ
ー
ト
で
参
加
し
て
も
ら
っ
た
の
で
、
院
生

王
新
新
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
記
す
と
、「
中
国
の
古
い
言
葉
な
の
で
、

言
葉
の
背
後
に
物
語
や
出
典
が
あ
っ
て
、
説
明
や
翻
訳
す
る
の
は
難
し

い
で
す
。
良
く
調
べ
な
い
と
自
分
も
こ
の
言
葉
の
意
味
を
分
か
ら
な
い

で
す
」
と
書
い
て
い
る
。
王
新
新
は
日
本
語
能
力
に
遜
色
は
一
切
な
い
。

そ
の
彼
女
で
さ
え
難
し
い
と
考
え
、
調
査
の
必
要
性
を
述
べ
て
い
る
。

　

学
部
生
を
見
る
と（

11
（

、
一
口
に
同
じ
四
年
生
と
い
っ
て
も
、「
中
国
語

さ
え
意
味
が
わ
か
ら
な
い
の
で
」「
弱
水
と
は
な
ん
で
す
か
」（
抜
粋
（

と
い
う
正
直
な
意
見
も
あ
る
が
、
ま
ず
“
弱
水
”
に
つ
い
て
、「「
弱
水
」

と
い
う
言
葉
が
日
本
語
に
翻
訳
し
に
く
い
の
で
す
」（
抜
粋
（「「
弱
水
」

と
か
の
概
念
は
ま
ず
日
本
語
の
内
に
は
い
な
い
の
で
」「「
弱
水
」
は
中

国
の
地
名
だ
そ
う
で
す
」（
抜
粋
（
と
い
う
答
え
が
散
見
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
「
弱
い
水
が
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
あ
っ
た
」（
抜
粋
（
と
い
っ
た

ん
消
し
た
も
の
も
あ
っ
た
。
次
に
“
三
千
”
と
い
う
言
葉
そ
の
も
の
に

言
及
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
一
つ
も
な
か
っ
た
。“
弱
水
三
千
”
の

問
題
は
、“
弱
水
”
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

学
生
た
ち
が
総
合
的
に
述
べ
た
言
葉
か
ら
抜
粋
す
る
と
「
中
国
語
で

こ
の
言
葉
は
非
常
に
美
し
い
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
訳

す
る
と
き
、
こ
の
美
し
さ
を
日
本
語
で
表
す
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か

は
難
し
い
で
す
」「
こ
の
言
葉
を
直
接
に
日
本
語
で
訳
す
る
こ
と
が
本

当
に
難
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
何
か
中
国
語
で
意
味
が
わ
か
り
ま
す

が
、
た
だ
し
感
覚
的
上
の
意
味
で
す
が
。
具
体
的
な
意
味
を
は
っ
き
り

説
明
す
る
こ
と
が
な
か
な
か
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
中
国
語
で

も
説
明
し
に
く
い
で
す
が
、
日
本
語
で
訳
す
る
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
、

や
は
り
も
っ
と
難
し
い
で
す
」「
中
国
語
の
ほ
う
は
簡
潔
で
、
そ
れ
と

同
等
す
る
日
本
語
が
な
い
で
、
一
番
重
要
な
こ
と
は
中
国
語
を
詳
し
く

解
読
す
る
こ
と
に
な
る
。
も
し
こ
の
言
葉
を
ち
ゃ
ん
と
理
解
で
き
れ
ば
、

日
本
語
に
語
訳
す
る
の
も
簡
単
に
な
れ
る
と
思
い
ま
す
」「
こ
の
句
を

日
本
語
に
訳
す
と
き
に
、
表
面
の
意
思
を
そ
の
ま
ま
訳
せ
ば
、
問
題
は

な
い
が
、
実
は
、
中
国
人
に
と
っ
て
も
、
こ
の
句
に
隠
さ
れ
る
深
意
が
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わ
か
ら
な
い
か
ら
、
深
意
を
訳
し
だ
さ
な
い
と
、
成
功
な
翻
訳
だ
と
は

思
わ
な
い
。
ま
ず
は
、
こ
の
句
に
つ
い
て
の
典
故
を
知
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
そ
う
す
る
と
簡
単
に
訳
す
こ
と
が
で
き
る
」「
日
本
語
訳
す

る
と
、
違
う
イ
メ
ー
ジ
が
出
っ
て
き
ま
す
。
意
訳
す
る
と
そ
の
場
面
の

感
じ
印
象
が
違
い
ま
す
」「
中
国
の
漢
詩
は
特
別
な
リ
ズ
ム
が
あ
る
の
で
、

日
本
語
で
そ
の
よ
う
な
魅
力
的
な
雰
囲
気
が
表
現
で
き
る
か
ど
う
か
わ

か
ら
な
い
。
そ
し
て
“
弱
水
”、“
三
千
”
な
ど
、
中
国
の
こ
と
ば
は
は
っ

き
り
日
本
語
で
意
味
を
説
明
に
く
い
と
思
う
」「
こ
の
言
葉
は
深
い
意

味
が
あ
る
の
で
、
直
接
日
本
語
訳
す
る
と
、
本
当
の
意
味
を
現
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
」「“
弱
水
”“
一
瓢
”
と
い
う
言
葉
を
日
本
語
で
訳

す
の
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
境
地
を
正
し
く
表
現
す
る
の

は
一
番
難
し
い
で
す
。
た
ぶ
ん
、
中
日
の
文
化
は
全
然
同
じ
で
は
な
い

か
ら
か
も
し
れ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
」「
隠
喩
が
訳
し
に
く
い
と
思

う
」
等
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
彼
ら
は
中
国
語
独
特
の
リ
ズ
ム
や
美

を
感
覚
以
外
で
感
受
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
色
々
な
表
現
で
説
明
し
て

い
る
。
こ
こ
か
ら
、「
诗
」
は
そ
の
ま
ま
感
受
し
て
初
め
て
そ
の
意
を

理
解
で
き
る
の
で
あ
り
、
日
本
語
化
を
ほ
と
ん
ど
無
理
だ
と
考
え
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
い
知
れ
る
。
前
野
（
一
九
六
八
（
が
、「
と
こ
ろ
が
中

国
語
に
対
し
て
は
、
発
音
を
知
ら
な
く
て
も
、
い
き
な
り
日
本
語
と
し

て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
外
国
語
に
対
す
る
こ
の
よ
う
に
特
殊
な
読
み

方
が
「
漢
文
」
の
二
字
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
他
の
外
国
語

と
の
相
違
を
説
い
て
い
る
が
、
学
生
た
ち
は
「
日
本
語
と
し
て
読
む
こ

と
が
で
き
る
」
こ
と
に
対
し
て
否
定
的
と
い
う
か
無
理
で
あ
ろ
う
と
考

え
て
い
る
。
同
じ
前
野
（
一
九
六
八
（
が
「
こ
と
に
江
戸
時
代
の
漢
学

者
は
、
漢
文
の
中
に
日
本
語
的
な
要
素
が
混
入
す
る
の
を
「
和
臭
」
と

し
て
嫌
っ
た
」
旨
述
べ
て
い
る
。
日
本
語
―
漢
文
―
中
国
語
が
不
断
の

関
係
で
連
結
し
て
い
る
以
上
、「
和
臭
」
は
逃
れ
よ
う
が
な
い
と
考
え
る
。

　

こ
の
「
和
臭
」
の
問
題
は
前
拙
稿
で
も
取
り
扱
っ
た
、
楊
（
二
〇
〇
三
（

が
述
べ
る
純
粋
漢
文
と
変
体
漢
文
の
問
題
そ
の
も
の
で
あ
る
。「
和
臭
」

に
つ
い
て
は
魚
返
善
雄
（
一
九
六
四
（「
日
本
本
漢
文
の
「
和
臭
」
に
つ

い
て
」（『
古
代
文
学
』
四
（、
朱
敏
（
一
九
九
六
（「
漱
石
漢
詩
の
用
語
に

関
す
る
一
考
察
―
「
和
習
」
と
「
和
臭
」
の
用
例
を
中
心
に
」（『
実
践

国
文
学
』
五
〇
（
の
二
つ
し
か
、
こ
れ
を
題
目
に
持
つ
も
の
に
出
会
わ

な
か
っ
た（

11
（

。「
変
体
漢
文
」
を
題
目
に
も
つ
論
文
を
国
文
学
論
文
目
録

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
国
文
学
研
究
資
料
館
（
で
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
二
〇
一

六
年
二
月
の
段
階
で
二
三
件
、「
訓
読
」
に
な
る
と
八
三
七
件
に
一
気

に
増
加
す
る
の
で
、
ま
だ
こ
の
分
野
に
関
し
て
は
現
在
進
行
形
の
研
究

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
前
拙
稿
で
も
記
し
た
が
、
楊
（
二
〇
〇
三
（

に
よ
れ
ば
中
国
で
も
古
代
中
国
語
と
古
代
日
本
語
の
日
本
語
学
の
観
点

か
ら
の
研
究
は
あ
ま
り
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
（
具
体
的
な
件
数
は

楊
は
記
し
て
い
な
い
（、
日
中
双
方
で
こ
の
分
野
に
つ
い
て
の
研
究
が
不

足
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
日
本
側
か
ら
は
、

既
に
訓
読
の
分
厚
い
研
究
史
が
必
要
性
を
感
じ
さ
せ
な
い
と
い
え
、
ま

た
中
国
側
か
ら
は
、「
そ
の
ま
ま
中
国
語
を
読
め
て
し
ま
う
の
で
訓
読

の
必
要
が
な
い
」
為
に
両
者
の
狭
間
に
興
味
を
持
ち
に
く
い
と
い
う
意

見
も
尤
も
で
あ
ろ
う（

12
（

。
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た
だ
学
術
だ
け
で
な
く
在
野
に
も
面
白
い
動
き
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ

が
“
偽
中
国
語
”
と
い
う
、
日
本
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
か
ら
中
国
語
の
微
博

（
中
国
語
版
ツ
イ
ッ
タ
ー
（
に
逆
輸
入
さ
れ
て
で
き
た
動
き
で
あ
る
（
二

〇
〇
九
年
か
ら
こ
の
よ
う
な
動
き
が
み
ら
れ
た
と
い
う
台
湾
の
報
道
も
あ
る
が
、

こ
こ
の
と
こ
ろ
一
斉
に
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
で
話
題
に
な
っ
た
（。
具
体
的
な

流
れ
は
日
本
人
か
ら
で
、
時
系
列
に
沿
い
ま
と
め
る
と

・ 

日
本
人
大
学
生
が
＃
偽
中
国
語
（
＝
漢
字
だ
け
の
中
国
語
風
な
日
本
語

文
章
、
と
稿
者
は
説
明
し
て
お
く
（
を
ツ
イ
ー
ト　

二
〇
一
六
年
一
月

七
日

・ 

中
国
人T

w
itter

ユ
ー
ザ
ー
が
＃
偽
中
国
語
を
発
見　

二
月
一
七
日

・ 

中
国
版
ツ
イ
ッ
タ
ーw

eibo

に
投
稿
さ
れ
中
国
で
流
行
り
始
め
る　

二
月
一
七
日
深
夜

・ 

元
ネ
タ
の
日
本
人
大
学
生
が
中
国
人
か
ら
の
リ
プ
ラ
イ
（
反
応
（
が

大
量
に
届
き
始
め
る
二
月
一
八
日
午
前（

13
（

。

　
「
偽
中
国
語
」
こ
れ
は
注
13
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
漢
字
だ
け

の
日
本
語
で
中
国
語
風
に
み
え
る
と
い
う
も
の
を
指
す
。
代
表
的
な
例

と
し
て
よ
く
循
環
し
て
い
た
も
の
は
、

・
例
文
①
―
日
本
語

　
「
今
日
の
夜
横
浜
中
華
街
で
夜
ご
飯
。
大
変
美
味
し
か
っ
た
」

　

◆
偽
中
国
語

　

今
日
夜
横
浜
中
華
街
夜
飯
、
大
変
美
味

　

◆
正
し
い
中
国
語

　

今
晚
在
横
滨
中
华
街
吃
饭
，
非
常
好
吃
（
傍
線
稿
者
（

に
な
る
。「
～
で
（
場
所
（」
の
「
在
」、「
吃
饭
（
食
事
を
と
る
（」「
非
常

（
と
て
も
（」
と
い
う
中
国
語
が
日
本
語
に
置
き
換
わ
っ
て
い
る
が
、
こ

の
偽
中
国
語
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
の
面
白
さ
は
、
ほ
ぼ
中
国
人
に
通
じ
る
上

に
「
大
変
」
と
い
う
言
葉
の
音
の
妙
趣
で
あ
る
。
注
13
で
は
「“
大
変
”

の
ガ
チ
中
国
語
発
音
はD

aBian

（
だ
ー
び
ぇ
ん
（「
う
ん
こ
」
の
発
音

も
同
じ
くD

aBian

（
だ
ー
び
ぇ
ん
（
と
な
り
ま
す
」
と
記
し
て
お
り
、

音
が
同
じ
故
の
ト
ラ
ブ
ル
と
面
白
さ
を
述
べ
て
い
る
。

例
文
―
②
日
本
語

　

あ
な
た
は
明
日
ど
こ
に
行
き
ま
す
か
？

　

◆
偽
中
国
語

　

貴
方
明
日
何
処
行
？

　

◆
正
し
い
中
国
語

　

你
明
天
去
哪
里
？

に
な
り
、
注
13
は
「
こ
れ
は
、
ほ
ぼ
古
代
中
国
語
の
ま
ま
の
形
で
す
ね
。

何
＋
処
→
何
処（
ど
こ
（　

何
＋
故
→
何
故（
な
ぜ
（　

何+

人
→
何
人（
だ

れ
（」
と
解
説
し
て
い
る
。
古
代
中
国
語
的
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
こ

れ
に
対
す
る
中
国
人
の
反
応
が
「
感
覚
好
像
古
文
」（
古
代
中
国
語
み
た

い
だ
（
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
が
、
同
時
に

「
能
看
懂
是
什
么
」（
ど
う
し
て
こ
の
偽
中
国
語
が
自
分
は
理
解
で
き
る
ん
だ

ろ
う
？
（
と
つ
ぶ
や
い
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。
も
ち
ろ
ん
全
て
の

偽
中
国
語
が
中
国
人
に
理
解
で
き
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
誤
解

も
多
く
生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
が
（
例
え
ば
「
手
紙
」
は
中
国
語
で
は
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ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
（
こ
れ
も
ま
た
「
和
臭
」
の
す
る
中
国
語
の
最
も

現
代
進
行
形
的
な
用
例
と
言
え
よ
う
。

五
、
終
わ
り
に

　

稿
者
は
中
国
に
お
り
日
本
語
側
か
ら
も
中
国
語
の
側
か
ら
も
見
る
こ

と
が
で
き
る
立
場
に
あ
る
。
王
浄
華
（
二
〇
一
一
（・
金
中
（
二
〇
〇
九
（・

楊
金
萍
（
二
〇
〇
三
（
な
ど
に
あ
る
よ
う
に
中
国
人
教
員
が
日
本
古
典

文
学
を
教
授
す
る
際
の
問
題
点
や
考
察
が
い
く
つ
か
で
て
き
た
が
、
稿

者
は
日
本
人
教
員
と
し
て
彼
ら
と
は
逆
の
側
か
ら
進
め
た
い
と
考
え
て

い
る
。
稿
者
の
研
究
の
姿
勢
が
こ
こ
で
か
か
わ
っ
て
く
る
が
、
本
文
研

究
及
び
外
国
語
翻
訳
か
ら
源
氏
物
語
を
追
い
続
け
て
き
た
と
き
の
稿
者

の
姿
勢
は
、
差
異
は
差
異
と
し
て
、
異
端
と
せ
ず
独
自
世
界
を
そ
こ
に

み
る
も
の
で
あ
っ
た（

14
（

。
ゆ
え
に
授
業
を
通
し
て
学
生
が
純
粋
漢
文
と
変

体
漢
文
を
ど
の
程
度
読
解
で
き
る
か
を
更
に
精
査
お
よ
び
考
察
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
よ
っ
て
今
回
扱
っ
た
“
弱
水
三
千
”
の
よ
う
な
中
国

語
と
そ
れ
を
日
本
語
訳
し
た
も
の
を
容
易
に
イ
コ
ー
ル
で
結
ば
ず
、
次

の
段
階
で
は
両
者
を
並
列
さ
せ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
ど
の
よ
う
な
差
異
が
生

ま
れ
て
い
く
か
を
考
え
て
い
き
た
い
。
ま
た
同
時
に
稿
者
の
姿
勢
と
し

て
「
和
臭
」
は
肯
定
的
な
存
在
な
の
で
、“
偽
中
国
語
”
の
体
系
的
な

整
理
も
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

［
付
記
］

　

本
稿
作
成
の
も
と
と
な
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
参
加
し
て
く
れ
た
福
州

大
学
の
四
年
生
28
人
及
び
大
学
院
生
王
新
新
と
劉
志
学
の
二
人
に
謝
意

を
表
す
る
。

〈
参
考
文
献
〉

・
金
文
京
（
一
九
八
八
（「
漢
字
文
化
圏
の
訓
読
現
象
」、『
和
漢
比
較

文
学
の
諸
問
題
』
汲
古
書
店

・
金
中
（
二
〇
〇
九
（「
中
国
に
お
け
る
日
本
語
文
語
授
業
の
工
夫
―

現
代
短
歌
と
抒
情
化
の
導
入
」、『
日
本
語
教
育
年
報
（
東
京
外
国
語

大
学
（』
一
三
号

・
葛
茜
（
二
〇
一
四
（「
中
国
の
大
学
日
本
語
専
攻
教
育
に
お
け
る
言

語
教
育
観
と
そ
の
教
育
の
再
考
―
日
本
語
教
師
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

か
ら
―
」、『
日
本
語
・
日
本
学
研
究
』vol.（

・
越
野
優
子
（
二
〇
一
五
（「
日
本
古
典
文
学
の
授
業
の
現
況
と
課
題
」、

『
研
究
と
資
料
』
第
七
四
輯　

・
越
野
優
子
（
二
〇
一
三
（「
人
物
呼
称
の
表
記
の
考
察
―
村
上
春
樹

と
そ
の
翻
訳
作
品
を
中
心
に
」、『
待
兼
山
論
叢
』（
文
学
篇
（
四
七

輯
・
李
宇
玲
（
二
〇
一
五
（「
平
安
朝
省
试
诗
与
唐
代
省
试
诗
」、『
日
本

文
化
理
解
与
日
本
学
研
究
』（
北
京
日
本
学
研
究
中
心
三
十
周
年
記

念
論
文
集
（

・
前
野
直
彬
（
一
九
六
八
（『
漢
文
入
門
』（
ち
く
ま
文
庫
に
二
〇
一
五

年
収
録
（

・
田
中
草
大
（
二
〇
一
三
（「
変
体
漢
文
の
文
体
性
格
を
測
る
手
段
に
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つ
い
て
」、『
日
本
語
学
論
集
』
第
九
号

・
坪
井
佐
奈
枝
（
一
九
八
八
（「
中
国
に
お
け
る
日
本
古
典
文
学
の
翻

訳
と
研
究
」（『
和
漢
比
較
文
学
の
諸
問
題
』
汲
古
書
店
（

・
王
浄
華
（
二
〇
一
一
（「
中
国
の
大
学
に
お
け
る
日
本
文
学
教
育
の

課
題
へ
の
提
言
―
文
学
教
育
研
究
の
必
要
性
を
中
心
に
―
」、『
白
山

中
国
語
』
一
七
号

・
楊
金
萍
（
二
〇
〇
三
（「
中
国
に
お
け
る
日
本
語
古
典
研
究
の
現
状

と
将
来
」、『
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
六
八
―七
号

・
张
龙
妹
主
編
（
二
〇
〇
六
（『
日
本
古
典
文
学
入
門
』（
外
語
教
学
与

研
究
出
版
社
（

注（
1
（　

拙
稿
（
二
〇
一
五
（「
日
本
古
典
文
学
の
授
業
の
現
況
と
課
題
」、「
研

究
と
資
料
」
第
七
四
集

（
2
（　

例
え
ば
、
张
龙
妹
主
編
（
二
〇
〇
六
（『
日
本
古
典
文
学
入
門
』（
外
語

教
学
与
研
究
出
版
社
（
の
第
五
章
懐
風
藻
の
と
こ
ろ
で
漢
文
訓
読
法
Ⅰ
、
第

一
一
章
菅
原
道
真
《
本
朝
文
粋
》
で
漢
文
訓
読
法
2
が
登
場
す
る
。

（
3
（　

謝
立
群
（
二
〇
〇
〇
（「
中
国
に
お
け
る
日
本
古
典
文
学
研
究
の
現
況
」

（『
詞
林
』
二
八
号
、
大
阪
大
学
古
代
中
世
文
学
研
究
会
（

（
4
（　

張
龍
妹
（
二
〇
一
三
（「
中
国
に
お
け
る
日
本
古
典
文
学
の
翻
訳
と
研

究
―
『
今
昔
物
語
集
』
を
中
心
に
―
」（
説
話
文
学
会
編
『
説
話
か
ら
世
界

を
ど
う
解
き
明
か
す
の
か　

説
話
文
学
会
設
立
五
〇
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
［
日
本
・
韓
国
］
の
記
録
』（
笠
間
書
院
（

（
5
（　

張
龍
妹
（
二
〇
〇
〇
（「
中
国
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
研
究
」（『
源

氏
研
究
』
五
号
（

（
6
（　

合
山
林
太
郎
［
日
本
漢
文
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
：
日
本
漢
詩
文
に
お
け
る

古
典
形
成
の
研
究
な
ら
び
に
研
究
環
境
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
日
本

漢
文
学
の
通
史
の
検
討
］
よ
り
。「
現
在
、「
和
習
研
究
会
―
高
兵
兵
先
生
を

囲
ん
で
―
」
と
い
う
勉
強
会
を
有
志
で
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
日
本
人
が

作
っ
た
漢
詩
に
は
「
和
習
」
が
あ
る
（
日
本
人
特
有
の
習
癖
、
あ
る
い
は
、

日
本
人
が
よ
く
犯
す
文
法
・
句
法
・
語
法
上
の
誤
り
（
と
い
う
こ
と
が
よ
く

言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
「
和
習
」
の
内
実
を
具
体
的
に
考
え
よ
う
と
い
う
の

が
、
こ
の
勉
強
会
の
目
的
で
す
。
会
で
は
、
近
世
・
近
代
を
中
心
に
日
本
人

の
作
っ
た
漢
詩
を
、
西
北
大
学
教
授
の
高
兵
兵
先
生
、
ま
た
、
大
阪
大
学
の

中
国
人
の
大
学
院
生
の
方
々
に
読
ん
で
も
ら
い
、
ど
の
よ
う
に
評
価
で
き
る

の
か
、
も
し
通
じ
な
い
箇
所
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
点
な
の
か
に

つ
い
て
、
議
論
を
行
っ
て
い
ま
す
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
六
年
一

月
か
ら
二
月
に
研
究
会
が
開
催
さ
れ
た
。
稿
者
は
参
加
で
き
て
い
な
い
が
、

資
料
を
大
阪
大
学
大
学
院
研
究
生
黄
鶯
の
厚
意
に
よ
り
入
手
し
て
い
る
。
謝

意
を
表
す
る
。

（
7
（　
「
平
安
朝
省
试
诗
与
唐
代
省
试
诗
」（
二
〇
一
五
（『
日
本
文
化
理
解
与

日
本
学
研
究
』（
北
京
日
本
学
研
究
中
心
三
十
周
年
記
念
論
文
集
（

（
8
（　

劉
志
学
（
二
〇
一
五
（「
弱
水
三
千
、
只
取
一
瓢
に
つ
い
て
」（
大
学
院

の
講
義
で
の
レ
ポ
ー
ト
課
題
（。

（
9
（　http://chinanim

e.blog.fc2.com
/blog-entry-433.htm

l　
「
蘭
陵
王
」

に
つ
い
て
はhttp://palantir2.seesaa.net/article/421252596.htm

l　

二
〇
一
三
年
八
月
か
ら
中
国
で
放
映
さ
れ
た
ド
ラ
マ
。
全
四
六
回
。

（
11
（　

学
部
生
に
関
し
て
は
日
本
語
能
力
に
か
な
り
開
き
が
あ
る
の
で
、
匿
名

で
引
用
を
し
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
ま
た
原
文
マ
マ
で
あ
る
。

（
11
（　

こ
の
「
和
臭
」
と
「
和
習
」
は
朱
敏
（
一
九
九
六
（
の
論
文
題
目
で
も
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あ
る
が
、
注
6
で
記
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
の
「
和
習
の
会
」

に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

（
12
（　

二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
五
日
北
京
日
本
学
研
究
中
心
三
十
周
年
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
於　

北
京
外
国
語
大
学
日
本
学
研
究
中
心
（
の
古
典
分
科
会

で
の
張
龍
妹
の
稿
者
へ
の
発
言
よ
り
。

（
13
（　http://iyota.asia/fakechinese/?from

=tim
eline&

isappinstall
ed=1　

「T
w

itter
で
偽
中
国
語
が
話
題
→
中
国
人
「
普
通
に
通
じ
る
ア
ル
」

投
稿
日
時
：
二
〇
一
六
年
二
月
一
九
日　

投
稿
者
：
ア
ジ
ア
の
イ
ヨ
タ
」
の

ブ
ロ
グ
に
多
く
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
微
信
（
中
国
語
版line

の
よ

う
な
、
無
料
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
（
で
「
日
本
网
友
都
在
玩
的
“
伪
中
国
语
”

到
底
是
什
么
鬼
？
感
觉
不
用
学
日
语
了
」（
稿
者
訳
：
日
本
の
ネ
ッ
ト
民
が

「
偽
中
国
語
」
で
遊
ん
で
い
る
け
ど
、
い
っ
た
い
な
に
こ
れ
は
？
日
本
語
を

勉
強
し
な
く
て
も
い
い
ね
（
な
ど
と
い
わ
れ
て
、
二
〇
一
六
年
二
月
の
間
、

流
行
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他http://new

s.livedoor.com
/

article/detail/11219487/　
「
日
本
の
ネ
ッ
ト
で
使
わ
れ
る
「
偽
中
国
語
」

が
中
国
で
も
話
題
に
」（
二
〇
一
六
年
二
月
二
二
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